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 要 旨   
背景： 
 中等度のアルコール摂取は冠動脈心疾患（CHD）の危険性を低下させることと関連して

いるが知られているが、心臓突然死（SCD）との関連については殆ど分かっていない。男

性では、過度のアルコール消費は SCD の危険性を上昇させるが、軽度から中等度のアルコ

ール摂取はその危険性を低下させる。しかし、女性に関して、類似のデータはない。 
目的： 
 この研究の目的は女性でアルコール摂取と SCD の危険性の間の関連性について評価し、

CHD の他の形態での危険性と比較することである。 
方法： 
 基礎データで慢性疾患に罹患していない Nurses’ Health Study 参加者 85,067 人の女性

での前向きコホート研究を起こった。アルコール摂取は質問票によって 4 年毎に確認した。

主要評価項目は SCD、致死性 CHD、非致死性心筋梗塞であった。 
結果： 
 アルコール摂取と SCD の危険性の間で、U-型の関連性が認められた。最も SCD の危険

性の低かったのは 5.0-14.9 g/日のアルコールを摂取している女性であった（2 次関数トレン

ド P 値= 0.02）。非飲酒者と比較して、SCD に対する多変量相対危険度は、以前に飲酒して

いて今は禁酒している人で 0.79、0.1-4.9 g/日の飲酒者で 0.77、5.0-14.9g/日で 0.64、
15.0-29.9 g/日で 0.68、30 g/日以上の飲酒者で 1.15 であった。対照的に、アルコール摂取

と非致死性および致死性 CHD との間の相関はより直線的で（線傾向 P 値＜0.001）、すな

わち、濃度に依存して危険性が上昇する傾向にあった。 
結論： 
 女性でのコホート研究で、軽度から中等度のアルコール摂取と SCD の間で、アルコール

摂取量が 5.0-14.9 g/日を底とする U-型の関連性が認められた。低レベルのアルコール摂取

は SCD の危険性を上昇することはなく、女性でもその危険性を低下させる。 

 




